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市立川西病院の管理運営業務に係る仕様書 

 

 

１． 指定管理者が行う管理運営業務の範囲 

 

（１）市立病院における診療及び検診に関する業務 

ア 診療等に関する業務 

市立病院が提供する入院診療、外来診療等の医療及び医療関連行為並びに関係業務

（診察、相談、検査、処置、手術、調剤、投薬、看護、診断、給食、霊安、受付会計 

等すべての業務） 

（ア）基本的医療機能 

ａ 急性期を中心とした第二次医療機能を提供すること。 

ｂ 市民ニーズや他の医療機関との役割分担を踏まえた特色ある医療を実施す

ること。 

   （イ）診療科 

ａ 現行科目の維持に努めること。 

内科（消化器内科、循環器内科、糖尿病・内分泌内科）・小児科・外科・ 

緩和ケア外科・整形外科・産婦人科・耳鼻いんこう科・眼科・ひ尿器科・ 

麻酔科・放射線科・リハビリテーション科・病理診断科 

消化器内視鏡センター・生活習慣病センター・乳腺センター 

（ウ）外来診療体制 

ａ 各診療科の診療は、患者が受診しやすいよう配慮すること。 

ｂ 市民の医療需要に対応した専門外来等を実施すること。 

（エ）入院診療体制 

ａ 原則引き続き在院を希望する入院患者を引き継ぐこと。 
（オ）看護 

ａ 患者の状況に応じた、適切な看護ケアを行うこと。 

ｂ 原則現状の看護配置を維持すること。 

ｃ 看護基準・手順が定められていること。 

ｄ 体系的な継続教育を行うこと。 

ｅ 夜勤勤務時間については、看護師等の確保を促進するための措置に関する

基本的な指針（平成４年文部省・厚生省・労働省告示第１号）に準じるもの

とする。 

イ 政策的医療  

（ア）救急医療 

（イ）小児医療 

（ウ）周産期医療 

ウ 地域医療全体の質の向上に向けた役割 

（ア）医療における安全管理 

ａ 安全管理に基づく医療の提供 
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医療法第６条の１２及び医療法施行規則第１条の１１の規定に基づき、安全

管理のための体制を確保し、安全な医療を提供すること。 

ｂ 院内感染対策 

感染対策マニュアルを策定し、標準予防策を実施すること。 

（イ）医療倫理に基づく医療の提供 

ａ 患者中心の医療を行うこと。 

ｂ 患者の請求に応じてカルテを開示すること。 

ｃ 倫理委員会を設置すること。 

（ウ）地域医療機関との連携・支援、地域医療全体の質の向上のための取り組み 

ａ 地域医療連携室を引き続き運営すること。 

ｂ 患者や市民への地域医療に対する啓発活動、情報提供活動等、地域医療全体

の質を向上させる取組みを行うこと。 

ｃ 地域の医療従事者を対象とした研修会等を実施し、地域の医療の質の向上

に努めること。 

（エ）医療データベースの構築と情報提供 

（オ）市民参加の推進 

ａ 医療情報、経営情報等の情報公開の推進を図ること。 

ｂ 病院ホームページの開設、広報誌の発行など病院広報やアンケートなどの

広聴を積極的に行うこと。 

エ 福祉との連携  

（ア）介護保険事業に協力すること。 

ａ 介護老人保健施設、介護老人福祉施設の協力病院となること。 

ｂ 市の高齢福祉担当及び居宅介護支援事業所との連携を図ること。 

オ 患者及び来院者へのサービス 

（ア）指定管理者は、患者及び来院者へのサービスを提供すること。 

 

（２）市立病院の利用に係る料金に関する業務 

ア 利用料金の収受 

市立病院の利用に係る料金は、指定管理者の収入として収受すること。 

イ 利用料金の額 

市立病院の利用に係る料金の額は、病院使用条例に定める範囲内において、指定管

理者が市の承認を得て定めること。 

ウ 利用料金の納付 

（ア）特別な定めがある場合を除き、利用者等にその都度請求し、納付させること。 

（イ）利用料金を納付させる場合は、その内容を明らかにし、利用者等に対して説

明責任を負担すること。 

 

（３）手数料の徴収に関する業務 

ア 手数料の収受 

診断書、証明書等の交付手数料は市の収入となるため、指定管理者が代行して徴収
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すること。なお、徴収に係る委託料として、徴収した手数料に相当する額を指定管

理者に交付する。 

イ 手数料の額 

手数料の額は、病院使用条例に定める額とする。 

 

（４）建物、設備、器具等の維持管理に関する業務 

ア 施設及び設備の維持管理 

（ア）指定管理者は、病院の施設及び設備の機能と環境を良好に維持し、医療等の

提供が円滑に行われるように、施設及び設備の日常点検、保守及び法定点検の

保守管理業務を行うこと。 

（イ）施設等の維持管理の基準は、必要に応じて別に定める。 

イ 清掃業務 

（ア）良好な衛生環境、美観の維持を心掛け、公共施設としての快適な空間を保つ

ために必要な清掃業務を実施すること。 

（イ）日常清掃の頻度等その内容については、指定管理者が施設の使用頻度等に応

じて、適切に行うこと。 

（ウ）定期清掃は、日常清掃では実施しにくい清掃等を確実に行うため、指定管理

者が施設の使用頻度等に応じて行うこと。 

ウ 物品の管理 

（ア）物品については、備品台帳を作成し、適切な管理を行うこと。 

（イ）市が所有する医療機器及び備品が本来の使用目的に供することができなくな

ったと認められるとき、又は亡失があったときは、直ちに市に報告すること。 

（ウ）市の所有に係る備品の廃棄について、その旨を市に報告すること。 

（エ）指定管理期間終了時には、備品台帳を市へ提出すること。指定期間中に市が

必要と認めた場合も同様とする。 

 

（５）利用者に対する物品の販売又はサービスの提供 

入院・外来患者及びその他の来院者の利便性向上のため、売店その他の施設、設備を

設置運営すること。第三者に設置運営させる場合は、基本協定書第１４条（再委託の

禁止）の手続に準じ、市の承認を受けること。 

 

（６）その他市又は指定管理者が必要と認める業務 

ア 管理運営に付随する業務 

管理運営に付随する次の業務を適切に実施すること。 

（ア）病院運営に係る法令に基づく主務官庁への申請・届出 

（イ）病院運営に係る周辺住民等の苦情、紛争の処理 

（ウ）病院運営に係る廃棄物の処理 

（エ）患者アンケートの実施 

イ 市の事業への協力 

市の事業において市立病院の協力を必要とする場合は、指定管理者は、可能な限り
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協力に努めること。この場合における市の負担は、協議により定める。 

  ウ 新病院建設 

市立病院の建物老朽化の状況等を踏まえ、指定期間中に移転建替えを行う構想があ

り、指定管理者は新病院の設計及び建設に全面的に協力すること。 

  エ 緊急時業務 

   川西市地域防災計画、川西市水防計画、川西市国民保護計画、新型インフルエンザ

対策等における市立病院の役割を担うこと。 

オ その他業務 

市立病院において必要と認められる業務については、今後市と指定管理者が協議の

上、実施するものとする。 

  

２．管理の基準 

 

（１）診療日・診療時間等 

ア 診療日・診療時間等  診 療 日：月曜日から金曜日まで 

診療時間：午前９時００分から午後５時００分まで 

受付時間：午前８時３０分から午前１１時３０分まで 

イ 休診日 

（ア）日曜日及び土曜日 

  （イ）国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

  （ウ）１２月２９日から翌年の１月３日までの日 

  ※市と指定管理者は、協議の上、診療日、診療時間、受付時間及び休診日を変更でき

るものとする。 

 

（２）環境への配慮  

指定管理者は、本業務の遂行にあたって地球温暖化防止等環境に配慮すること。 

 

（３）バリアフリーへの配慮 

指定管理者は、施設内のバリアフリー化を心掛け、備品の配置や動線の設定、掲示板

等に配慮すること。 

 

（４）帳簿の記帳 

指定管理者は、市立病院の管理運営に係る収入及び支出の状況について、適切に帳簿

に記帳するとともに、当該収入及び支出に係る帳簿及び証拠書類については、次年度

の４月１日から起算して帳簿については１０年間、証拠書類については７年間保存す

ること。また、これらの書類について市が閲覧を求めた場合は、これに応じること。 

 

（５）文書管理 

指定管理者は、本業務に係る文書を適正に管理し、当該文書の検索に必要な資料とし

て文書目録を作成し、川西市情報公開条例に基づき一般の利用に供するとともに、毎
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年度終了後、市に提出すること。 

指定管理者は、指定期間終了後、本業務に係る文書を市又は市が指定する者に引き継

ぐこと。 

 

３．職員の処遇について 

 

（１）再就職を希望する職員の受入れ 

市立病院を退職し、引き続き再就職を希望する職員を採用することを前提とする。ま

た、職員の処遇等については、今後別途協議するものとする。 

 

（２）研修等 

医師、看護職員、医療技術職員等に対する研修や自己研鑽のための制度を整備するこ

と。 

 

（３）子育て支援制度 

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に取り組み、子育て支援制度を整備

すること。 

 

（４）福利厚生施設 

  看護師寮及び医師住宅、院内保育園については、現行の規程等に準じた施設を継続す

ること。なお、新病院建設後も職員の福利厚生のための施設を整備すること。 

 

（５）その他 

市立川西病院看護職員修学資金貸与規程（平成１８年病院事業管理規程第６号）によ

る借受人を原則採用すること。また、指定期間開始後も当該規程に準じた制度を継続

すること。 

 

４．法人格の変更について 

 

 新病院開設後、５年以内に永続性・公益性の高い法人格（社会医療法人）への移行を進

めること。 

 

５．その他特記事項 

 

（１）仕様書の改定 

市及び指定管理者は、病院の管理運営に関する状況の変化その他の事情があるときは、

協議によりこの仕様書を改定することができる。なお、新病院開設時は、市と指定管

理者が協議の上、この仕様書を改定するものとする。 
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平成３０年４月３日 

 

 

川西市中央町１２番１号 

川西市 

川西市長  大 塩  民 生 

 

 

川西市中央町１６番５号 

医療法人 協和会 

理事長  北 川  透 

 

 

 

 


